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歯数と生命予後
Tooth number is a predictor of mortality risk.

口腔と全身の健康に関する研究展開
口腔機能は、咀嚼と栄養摂取という生命の維持に欠かせない機能であると共に、発話、表情など他者と

の交流のためのコミュニケーションに直接関与する基本的な生活機能である。一方、口腔疾患と口腔機能
の障害が、その人の全身の健康に影響を与えることがこれまでに報告されるようになってきた。例えば、
ある種の口腔内細菌による持続感染が、歯周病から循環器へ、あるいは呼吸器に広がることが明らかにな
ってきている。

口腔と全身の健康との関連を考える場合に、環境・行動・遺伝的リスク、口腔保健状態・口腔機能、栄
養摂取、全身疾患・身体症状、日常生活機能・QOL、および生命予後などのそれぞれの要因は相互に関連
していると考えられる。そのため、これまでにもある種の口腔保健状態（咬合状態、歯周病、歯数等）と
生命予後との関連性を指摘した研究報告はみられるが、まだ明確な結論にはいたっていない。

歯の喪失は、医療環境と生活習慣の異なる発展途上国および先進工業国のいずれにおいても、年齢と共
に増加し、その主な要因はう蝕と歯周病である。これらの口腔疾患は、口腔内細菌が異常に増殖すること
によって引き起こされる疾患であり、この病態が、全身疾患に与える影響を追究することは、高齢社会に
おける疾病リスク低減に寄与するものとして、研究の進展が期待される。一方、口腔保健状態を示す代表
的な指標である歯数と生命予後との関連を明らかにするには、長期間のしかも多数例を対象としたコホー
ト調査が求められる。
歯数と生命予後に関する先行研究

1990年以降、先進工業国を中心に歯数と生命予後との関連性を指摘するコホート調査結果がいくつか報
告されるようになってきた1～9）。しかしながら、高齢者を中心に施設入所者を対象とした調査が多く、性差
に関する結論も一致していない。そのため、両者の関連を明らかにするには、成人期以降の地域住民を対
象とした長期間の追跡調査が求められていた。Abnet, CCらは、2005年に中国田園部居住の成人29,584名

（40-69歳）を対象に15年間の追跡調査結果を報告している7）。その内容は、歯の喪失が、生命予後、胃癌、
心疾患、脳血管障害に有意に関連するというものであった。しかしながらその分析は、性差を考慮せず、
しかも平均寿命がわが国や先進工業国とは異なるので、そのまま同年齢層の結果として比較することはで
きない。
宮古島スタディーにおける研究成果

著者らは、5,000人規模を対象に15年間のコホート調査を行い、歯の保存状態と生命予後との関連を検討
した10）。調査方法は、1987年に沖縄県宮古島における平良市・下地町・多良間村において実施された歯科
疾患および全身健康状態に関する調査結果をベースラインデータとして、口腔健康状態（歯数）とその後
の生命予後との関連について死亡小票に記載された死亡状況結果を用いて分析した。対象者は、5,719名

（40～89歳、男性2,268名、女性3,451名）であり、追跡期間は1987年10月から2002年12月までの15年2ヶ
月間である。その結果、性別および年齢群別のKaplan-Meier法による分析から、80～89歳の年齢群では、
男女共に歯数が多いほど生命予後が有意に高いという結果が示された。歯数については、現在歯数および
機能歯数（健全歯、処置歯、C1、C2う歯の合計歯数）で分析したが、現在歯および機能歯いずれの解析で

E D I T O R I A L



も同様の結果が得られ、その傾向は特に機能歯数で顕著であった。すなわち15年間の生存率は、男性では
機能歯数「10歯未満群」0.25、「10歯以上群」0.54、女性では0.42および0.67であり、男性では約2倍、女性
では約1.5倍の生存率であった。COX比例ハザード分析を用い、年齢、全身状態など交絡因子を調整して、
機能歯数と生命予後との関連をみると、男性では40歳以降の全年齢層で解析しても、機能歯数と生命予後
との間には有意な関連がみられた（p<0.01）。

さらに、義歯の装着の有無と生命予後との関連を、機能歯数10歯未満の群で分析すると、Kaplan-Meier
法およびCOX比例ハザード分析で、女性において義歯装着群の生命予後が、義歯未装着群に比べて有意に
高いという結果が示された11）（p<0.01）。

これらの調査結果からみると、成人期以降の歯数は明らかに生命予後に関連する因子のひとつであり、
生涯にわたる歯の保存が重要であると共に、たとえ歯を喪失しても、義歯装着による咀嚼機能の回復が生
命予後に影響することを示すものであった。しかも、生命予後と歯数との関連性は男性に、義歯装着との
関連は女性に顕著であり、性差に着目した生涯歯科保健に対する支援が重要である。

歯科に限らず医科領域においても、口腔保健状態と全身の健康との関連性に着目した対応と、医科歯科
共同による研究展開がさらに求められる。
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